
☑

☑

☑

☑

☑

☐

☑

☐

☐

☑

☐

☐

☑

☑

☑

☑

☑

☐

10％減（2021年比）

５％減（2021年比） ５％減（2025年比）

項目 エコタイプの冷蔵冷凍ケースへの入替

５％減（2025年比）

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 青果の規格外商品と賞味期限近い商品の割引販売

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

２０２１年→２０２４年
１０％削減。

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

仮装イベントでは、約120人の参加者で町
内のゴミ拾いを実施した。

生産者の協力もあり企画外の野菜の販売を安値で販売し
た。お客様にも好評でした。期限の近い商品は値引きして
販売しロスの削減に繋がり目標達成となった。

項目 レジ袋の削減（有料化）・木材の再利用・ごみの分別

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

電気使用量の削減 現状（2025年） 更新時（3年後）

２０２４年度１０％削減

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

10％減（2021年比）

前期の指標に対する実績

５％減（2025年比）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する
場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

ゴミの分別による資源リサイクル活動・地元の子
どもたちにSDGsの体験教育を年に２回実施
２０２１年１回→２０２４年４回。

前期の指標に対する実績

環境に優しい自然と調和した社会・熊本県産木廃材の再
利用

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

毎年実施、（GWとハロウィン時期）ハロウィン時期には、
地元の子どもたちと仮装して楽しくゴミ拾いなどができ
達成できた。県材廃材の再利用は、２３年２４年は、補助金
申請をしなかった為、未達成でした。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 全ての照明をLED化・エコタイプの冷凍ケースの導入など
で使用量を削減し、目標を達成できた。

１２％削減

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指
標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

大津町役場・NPO法人クラブおおづ・（一社）肥後おおづ観光協会・明日の観光大津を創る会などと連携し、バイクイ
ベント、町の祭り関係に積極的に参加し地域間連携や道の駅大津の発展に繋げる。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

食品ロス（廃棄食材）の減少
２０２１年→２０２４年
１０％削減。

電気使用量の削減

経済

環境

事業者名 株式会社　熊本文化の森

道の駅大津の直売所では、食品ロスの縮小を目指し、安心安全な農産物をお客様へ販売する店舗を目指す。規格外
などの商品はお買い得価格として販売。
熊本県産の木廃材を再利用し広場にウッドチップを広げ勉強会を実施することで子どもたちにリサイクルに対する
きっかけ作りを提供。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

食品ロス（廃棄食材）の減少

資源の再利用によるごみの削減


